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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

　神戸の被害は11億円超

戸市内の被害金額は、平成
30年7月豪雨では水路やた
め池の決壊などにより3億6千

万円、8月24日の台風20号ではビニール
ハウスや農作物被害で約7億円、さらに
9月4日の台風21号でも7千万円にのぼ
る。この緊急事態を受け、農林水産省

戸エリアの駐車場シェアリング
サービス「みんなの駐車場」
が無料で利用できるようになっ

た。サービスを開始した昨年9月当初は、
月額固定料金で対象駐車場が停め放
題だったが、9月に料金の無料化に踏み
切った。完全無料の駐車場シェアサービ
スは珍しく、会員になればスマホアプリで
提携駐車場の予約ができ、1回につき6時
間まで利用可能。何度停めても無料だ。
　では、収入源は何か。企業の広告収
入を見込んでいるようだ。
　無料にした狙いについて、運営する株
式会社Minchu（神戸市）の代表取締役
　大﨑道雄氏は、「もともとは、坂の多い

神戸にあちこち停め放題で定額の駐車
場があれば便利と考えて始めた。無料に
して利用が広がれば、広告を出す企業
にもメリットが出て、さらに提携駐車場を
増やせる。利用者を増やし、みんなの車
生活を便利にしたい」と話す。広告は主
に駐車場周辺の店舗からで、予約時や
入出庫時に表示される。現在提携してい
る神戸市内の8カ所以外にも早期に契約
駐車場を増やし、近隣の芦屋市や西宮
市にもサービスを広げる計画だ。
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駐車場が無料に
新たな収入は企業広告

戸市は2025年度に再整備予
定の「（仮称）新三宮図書館」
の基本計画案をまとめた。駅か

ら近い利便性はそのままに、規模を拡大。
ビル上層階の庭園に面した、他にない美し
い都市型図書館を目指す。案では「美し
い 知と情報のゲートウェイ」をコンセプトに、
庭園の景色が望める閲覧席や、上質な

雰囲気のインテリアを整備。電子書籍の提
供や多言語対応を進め、多様な人 と々情
報をつなぐ計画。担当者は「市民の方はも
ちろん、三宮に立ち寄った方に居心地良く
過ごしてもらえる図書館にしたい」と話す。
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バスターミナルビルの中に
三宮図書館

西学院大学は、イスラム教徒等
の学生が祈りを行う礼拝室をキ
ャンパス内に設置した。これまで

空き教室を提供していたが、学生の増加で
教室が不足。廊下やトイレの個室で祈る留
学生もいたため、落ち着いて祈る場が必要
と設置を決めた。ユニットタイプの部屋は男
女別にそれぞれ2畳分。現在45名いるイス

ラム圏からの留学生の利用を想定している。
打樋（うてび）学長補佐は「イスラム教徒に
とって祈りは生活の一部。安心して学べる
環境を整えたい。日本人の学生も、この部
屋を見て多様な人 と々共にあることを実感
してほしい」と話した。

関

関学大にムスリム学生の「祈りの部屋」
異文化理解の場に

屋市は、児童虐待の早期発見・
対応への取り組みとして「芦屋
市児童虐待事案早期情報提

供制度」の運用を開始した。病院や救急
隊員が虐待の兆候に気付いた際、24時間
対応できる芦屋警察署が窓口となって通
報を受け付け、その後各所へ素早く情報
を共有する全国でも珍しい制度となる。
　芦屋市ではこれまでも、市役所や警察
署、医療機関、児童相談所などで構成
する「要保護児童対策地域協議会」を
設置し、児童虐待の早期発見と保護に
向け情報共有を進めてきた。今回の制
度では、さらに連携を強化。保護が必要
な子どもに迅速な対応が可能となった。

　これまで医療機関では、児童虐待が
疑われる場合でも、プライバシーの問題
などで情報共有が難しいケースもあった。
児童福祉法の改正で個人情報保護の
例外規定が設けられたが、今回の制度
でさらに運用しやすくなる。芦屋市子育
て推進課の担当者は「制度により、医療
機関からすぐに通報してもらえる。児童
虐待は早期発見と対応が大切。子ども
の命がなくなってしまう事態にならないよ
う周知したい」と話す。

芦

芦屋市 
児童虐待対策で新制度

神戸市東灘区の「みんなの駐車場」。市
営住宅の空き駐車場を活用している。

では、7月豪雨と台風21号による農業施設
や農業用機械の被害に対して、再建や修
繕に要する経費の一部助成する事業を
立ち上げた。また兵庫県でも、緊急の復旧
支援事業を独自で打ち出した。台風20号
についても被災したビニールハウスや農
業用施設、機械の新設、修繕及び再建に
伴う撤去費用を、県と市町が負担し、被災
者負担を軽減するもの。

　“異例“に勝つコミュニティを

戸市西区で農業を営む高橋さ
んのビニールハウスでは、8月か
ら10月にかけ、きゅうりが収穫時

期を迎える。しかし、成長時期だった7月に
豪雨で農地が冠水し、半数が劣化。ようや
く新しい芽が出だした頃には台風で4棟の
ビニールハウスが損傷を受けた。「次 と々
台風が来るので、作物を植えるタイミング
が難しい。植え付けが遅れると収穫も大き
く遅れ、農地のコンディションも悪いので今
後の作物の出来が心配」と高橋さん。冬

にかけて、市場の野菜が品薄になったり価
格が高騰する可能性がありそうだ。
　同じく西区の農家・山崎さんは、「毎年、
異常気象です。作物や販売方法を変える
など、経営を見直さないと…」と話す。山崎
さんは、作物の一部を農協を通さず、近く
の住宅街で直接販売している。「お客さま
との相互に信頼できるコミュニティが、流通
規格に乗らない野菜の販売先となりうる」
と話す。年々厳しくなる自然環境の中で、廃
棄を減らし農業を守るには、消費者と農家
の距離が近いコミュニティづくりが鍵となる
のかもしれない。

祈りの部屋の引き戸を開けると、板
間の奥に畳敷きのスペースがある。

暴力団のいない安全で安心な社会の実現に向けて 
協力：兵庫県警察

　住民からの通報や届出が、暴力団のいない安全で安心な社会に繋がる。
　暴力団員などから、脅しや暴力の被害に遭ったり、見たり聞いたりしたときには、必ず警察へ届けよう。
　暴力団に関する相談、通報、被害の届出は、最寄りの警察署か「暴力110番」へ。ただし、「今まさに被
害に遭った」「犯行を目撃した」など、急を要する場合は直ちに110番通報を。届出にあたっては「いつ、ど
こで、誰が、どのような行為をしたか」などを詳しく聞かれるので、記憶だけに頼らず記録しておくことも大
切だ。また、相手が使用した書類や名刺などは証拠品となる場合もあるので、むやみに触らず袋に入れ
るなどして保管しておこう。
　警察への早い届出や相談が問題解決の一番の近道なので、躊躇することなく届け出よう。

暴力団事務所撤去応援
プロジェクトにご協力を

　兵庫県警察では、ふるさとひょうご寄附金（ふ
るさと納税）を活用した、暴力団事務所撤去応
援プロジェクトに取り組んでいる。寄附金は、暴
力団事務所の使用差止請求などの訴訟費用
に使用する。詳しくは、兵庫県警察のホームペ
ージ又は兵庫県警察本部暴力団対策課へ。

「暴力110番」 
7０１２０-２０-８９３０（24時間受付）

兵庫県警察本部暴力団対策課　
TEL.０７８-３４１-７４４１（内線４５９５）

ヤクザゼロ

事業の協力者募集に基づき応募者が作成したもの
であり、そのまま実現されると決まったものではない。

健康寿命をのばす
神戸、芦屋、西宮市の取り組み
厚生労働省が発表した「平成29年簡易生命表」によると、
日本人の平均寿命は男性で81.09歳、女性は87.26歳となり、過去最高を更新した。
しかし一方で、介護保険制度における要介護または要支援の認定を受ける高齢者は年々増加している。
医療や介護に依存せず、自立した生活ができる期間である「健康寿命」の延伸が、
全国的な課題となっている。健康寿命の延伸に向けた各市の取り組みを取材した。

芦 屋 市 西 宮 市神 戸 市

　 ICTを活用して健康を見える化

戸市では、「誰もが健康になれるまちKOBE」を
目指して、市民PHR（Persona l  Hea l th 
Record）システムを活用した健康事業を打ち

出していくことが決定している。PHRシステムとは、個人の健
康に関する情報を収集・保存し、活用する仕組みのこと。本
人同意のもと、自治体が保有する健康診断などの健康デー
タを一括管理するという。来春には市民向けにアプリを公開
する予定で、一人ひとりの健康データに基づいた保健指導
などを提供していく。今年8月に約2万人を対象に行われた

「健康とくらしに関するアンケート調査」の回答もPHRシステ
ム内で管理が可能で、今後も継続して調査を行う予定。市
は「健康状態を何年にもわたって追いかけることで、健康と
社会的要因との関連を明らかにし、健康格差の縮小に取り
組んでいきたい」とする。
　またアプリ内には、ウォーキングやアンケートへの回答で得
られる健康ポイント機能を搭載。たまったポイントはがん検診
の無料券などに利用でき、健康の見える化だけでなく、より健
康になれる仕組みを備えたシステムになると予想される。

　全国初、認知症支援の
　神戸モデルが開始予定

年度からは、心身の活力の低下をチェックする
フレイルチェックを薬局等で無料で受けられる
体制を整えた。また今年度は「神戸市認知症

の人にやさしいまちづくり条例」を施行。来年1月からは全
国に先駆けて、認知症の人を支援する「神戸モデル」の
実現を目指す。これは認知症の疑いの有無を診る検診と、
疑いのある方を対象とした精密検査を自己負担のない
仕組みとし、認知症の早期受診を促すもの。さらに4月か
らは、認知症と診断された人には、市が賠償責任保険に
加入し、本人が事故で損害賠償責任を負った場合に最
高2億円を支給するなど、手厚い支援を提供していく。
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昨

　官民一体の「こえる場！」で
　柔軟にアプローチ

屋市では、新たな行政改革の取り組みとして、
昨年度から官民一体で地域づくりを進める「こ
える場！」がスタートしている。これは、地域貢献

に取り組む企業や団体と行政、そして市民が枠組みを超
えてつながり、共に地域力を高めていく取り組み。昨年度
は、健康増進や高齢者の社会参加、全世代交流などをテ
ーマにお互いにアイデアを出し合い、全体で検討を重ねて
きたが、今年度から来年度にかけてはそれが具体的な事
業として実現されそうだ。市は「健康意識の高い人だけで
はなく、市民全体に対してアプローチするには、所管や官
民の枠組みを超えた横断的な取り組みや、意識しなくても
気がついたら健康になっていた、というようなアイデアが必
要。地域全体の底上げを目指したい」と話す。コンパクトな
まちだからこその、芦屋らしい取り組みが期待される。

　住民同士の交流から生まれる
　生きがいづくり

健福祉センター2階にある介護予防センター
では、運動トレーナーによるグループエクササイ
ズや介護予防教室を実施している。体力の維

持・増進だけでなく、友達づくりや教室後の交流などが生
きがいづくりにも繋がっている。また、教室だけではなく、自
主的に体操などに取り組むグループへのトレーナーの派
遣や、住民同士が気軽に集まる場づくりへの補助金の交
付を行い、住民主体の活動を支援。市は「できることやや
りたいことをする中で、結果的にそれが健康に繋がるとい
う施策を打っていきたい」と話す。
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　活力ある地域づくりを市民自らの手で

宮市では、市民が自主的に取り組む介護予防体
操「西宮いきいき体操」のグループづくりを推奨し
てきた。平成24年から今年8月末までに213グル

ープが結成され、8割以上の参加者が筋力アップしたという
結果が出ている。体操指導やグループ運営のフォローは市
が行うが、主体は市民。体操だけではなく、レクリエーションや
お茶会などを組みあわせ、自分たちの工夫で楽しみながら
運営を続けている。また、体操のポイントを伝えたり歯科衛生
士の指導を受けたりする講座を開き、運営をリードする介護
予防サポーターを養成。現在、参加者は7,292人、サポーター
は2,033人にのぼり、みんなで活動を支えあうことで継続でき
る体制を作っている。「地域包括支援センターとも連携して
支援しており、住民同士の見守りにもつながっています。今
後は300グループを目指したい」と話す。

　人とつながる
　社会的役割が生きがいに

ニア世代の相互の助け合い活動「シニアサポー
ト」にも取り組んでいる。これは、65歳以上の利用
会員に対し、概ね60歳以上の提供会員が身の

回りの家事等を手伝う有償のボランティアで、利用会員では
なく、提供会員の介護予防を目的としている点がポイント。買
い物代行や庭の手入れや話し相手などを行う中で、誰かの
ために活動し感謝されることに「自分が行かないと」とやりが
いを感じる人も多いという。8年目を迎えたが、今後は提供会
員の増加に取り組み、シニア世代の社会参加を促進していく。
　また今年度は、平成26年度からモデル事業として3カ所
で行なってきた常設型の拠点づくりを本格的にスタート。地
域住民が社会福祉法人などと協働でカフェ等を常設し、運
営する。気軽に立ち寄り、子どもから高齢者までが多世代
交流できる場になると期待されている。

西

シ

市民PHRシステム「MY 
CONDITION KOBE」を
使ったアプリを来春公開す
る予定（写真はイメージ）。

「西宮いきいき体操」を行
う市民。手首や足首にお
もりをつけ、DVDの映像
に合わせて行う。

住民同士で集まり、体操や茶話会などを通して交流している。
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豪雨や台風で神戸に農業被害
県も支援へ
7月から9月にかけて、猛暑や豪雨、台風などの自然災害が各地で猛威をふるった。
年々厳しくなる気象条件の中で、農業は甚大な被害を受けている。

西区で農業を営む山崎さ
ん（写真左）。強風でハウ
スが飛んでしまった西区の
畑（同右）。修理をしようと
しても、悪天候が続き、な
かなか作業が進まない。


